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〝
廃
棄
物
処
理
業
の
基
礎
〞で
研
修
会
計
画

第
2
回
理
事
会
開
き
活
動
報
告
等
審
議

　

理
事
会
は
午
後
1
時
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
含
め
76
名
の
出

席
を
得
て
開
か
れ
た
。

　

初
め
に
第
43
回
通
常
総
会

で
交
代
の
あ
っ
た
理
事
が
紹

介
さ
れ
、
冒
頭
に
玉
川
会
長

は
「
暑
い
日
が
続
い
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
日
で
も
そ

れ
ぞ
れ
の
会
社
の
社
員
は
外

で
仕
事
を
し
て
い
る
。
私
た

ち
は
一
生
懸
命
に
働
く
彼
ら

が
仕
事
に
誇
り
を
持
て
る
よ

う
、
仕
事
の
中
身
を
制
度
か

ら
改
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
日
の
議
案
も
慎

重
審
議
い
た
だ
き
、
改
善
に

向
け
て
全
力
で
頑
張
っ
て
い

く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

第
1
号
議
案
で
は
各
部

会
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ

た
。

　

財
務
報
告
は
事
務
局
か
ら

4
～
6
月
の
収
支
一
覧
、
交

通
費
補
助
・
旅
費
・
宿
泊
費

の
都
道
府
県
支
払
明
細
、
賦

課
金
入
金
状
況
が
報
告
さ
れ

た
。

　

適
正
処
理
推
進
部
会
は
7

月
16
日
に
ホ
テ
ル
「
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
山
形
」
で
、
「
全
国

環
整
連
北
海
道
・
東
日
本
地

　

全
国
環
整
連
（
玉
川
福
和
会
長
）
は
7
月
24
日
、
東
京
・
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
平

成
27
年
度
第
2
回
理
事
会
を
開
催
し
た
（
写
真
）。
各
部
会
の
活
動
報
告
等
を
審
議
し
、

浄
化
槽
部
会
は
8
月
か
ら
水
再
生
シ
ス
テ
ム
業
務
管
理
ソ
フ
ト
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
版
）
の

導
入
を
開
始
す
る
こ
と
を
説
明
。
下
水
道
部
会
は
平
成
26
年
度
下
水
道
維
持
管
理
業
務

に
関
す
る
実
態
調
査
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
循
環
資
源
推
進
部
会
は
〝
廃
棄
物
処

理
業
の
基
礎
〟
を
テ
ー
マ
に
東
京
・
京
都
の
2
会
場
で
研
修
会
を
実
施
す
る
と
報
告
し
た
。

区
協
議
会
研
修
会
」
を
開
催

し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
全

国
環
整
連
各
部
会
か
ら
講
演

が
あ
り
、
合
特
法
に
関
す
る

最
高
裁
判
例
、
水
再
生
シ
ス

テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
解
説
が

あ
っ
た
ほ
か
、
投
入
料
金
問

題
対
策
委
員
会
に
よ
る
中
間

報
告
が
行
わ
れ
た
と
説
明
し

た
。

　

浄
化
槽
部
会
は
4
～
7
月

ま
で
の
活
動
報
告
を
行
い
、

7
月
14
日
に
開
か
れ
た
環
境

省
の
「
第
7
回
今
後
の
浄
化

槽
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談

会
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
ま
た
水
再
生
シ
ス
テ

ム
委
員
会
か
ら
は
更
新
審
査

や
現
地
研
修
会
の
実
施
状
況

な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
ほ

か
、
8
月
か
ら
水
再
生
シ
ス

テ
ム
業
務
管
理
ソ
フ
ト
（
タ

ブ
レ
ッ
ト
版
）
の
導
入
を
開

始
す
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

下
水
道
部
会
は
、
作
業

を
進
め
て
い
た
「
下
水
道

維
持
管
理
業
務
に
関
す
る

実
態
調
査
報
告
書
」
を
報

告
し
た
。
処
理
施
設
や
管

路
施
設
の
維
持
管
理
業
務

受
託
状
況
、
受
託
に
必
要

な
資
格
や
許
可
要
件
、
下

水
道
を
取
り
巻
く
最
近
の

動
き
と
し
て
「
水
防
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

の
概
要
を
説
明
し
た
。

　

循
環
資
源
推
進
部
会
は
6

月
に
行
っ
た
役
員
会
の
報
告

等
と
、
8
月
6
日
に
如
水
会

館
、
8
月
27
日
に
京
都
で
行

う
「
廃
棄
物
処
理
業
研
修
会
」

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
環
境

関
連
法
規
、
廃
棄
物
処
理
法

と
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
法
、
地

方
自
治
法
（
入
札
問
題
）
、
合

特
法
、
中
小
企
業
等
協
同
組

合
法
関
連
に
つ
い
て
解
説
す

る
と
し
、
積
極
的
に
参
加
す

る
よ
う
求
め
た
。

　

事
業
部
会
は
5
～
7
月
ま

で
の
活
動
内
容
と
、

5
月

20
・
21
日
に
実
施
し
た
「
第

1
回
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
i
n

山
形
」
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
山
形
市
の
㈱
丹
野
が
実

施
す
る
一
般
廃
棄
物
や
水
処

理
関
連
事
業
の
視
察
内
容
、

S
W
O
T
分
析
の
結
果
を
説

明
し
た
。

　

青
年
部
会
は
全
国
環
整
連

の
歴
史
や
取
り
組
み
等
を
取

り
ま
と
め
る
「
環
整
連
冊
子

委
員
会
」
の
開
催
状
況
、
7

月
10
日
に
福
島
県
の
「
郡
山

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」
で
実
施
し

た
「
北
海
道
・
東
日
本
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
青
年
部
研
修
会
」

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

第
2
号
議
案
は
10
月
23
・

24
日
に
山
口
県
で
開
催
す

る
第
41
回
全
国
大
会
の
仮
登

録
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
よ
り
多
く
の
出
席
が
得

ら
れ
る
よ
う
各
県
組
合
に
協

力
を
求
め
た
。

山
口
市
の
ホ
テ
ル
か
め
福
で

　

全
国
環
整
連
の

第
41
回
全
国
大
会

が
10
月
23
・
24
日
、

山
口
市
の
ホ
テ
ル

か
め
福
（
写
真
）

で
開
催
さ
れ
る
。

式
典
は
23
日
の
午

後
1
時
か
ら
、
2

時
半
か
ら
は
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
6

時
半
か
ら
懇
親
会
。

翌
24
日
は
午
前
9

時
半
か
ら
方
針
・

本
会
議
を
開
く
。

　

2
日
間
を
通
じ

て
「
適
正
業
務
」
の
在
り
方

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
業

界
と
行
政
が
問
題
意
識
を
共

有
、
社
会
を
信
頼
で
つ
な
ぐ

こ
と
の
で
き
る
「
さ
ら
な
る

適
正
業
務
の
推
進
」
に
つ
い

て
発
信
す
る
。

全国環整連
第41回全国大会を第41回全国大会を
10月23・24日に開催10月23・24日に開催
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廃
棄
物
処
理
業
の
基
礎
研
修
会
開
く

東
京
・
京
都
の
2
会
場
で
170
名
参
加

全国環整連

　

研
修
会
は
両
会
場
と
も
資

料
集
「
廃
棄
物
処
理
業
の
基

礎
～
法
令
・
通
知
・
判
例
集

～
」
を
使
っ
て
行
い
、
京
都

会
場
で
は
初
め
に
小
山
浩
循

環
資
源
推
進
部
会
長
が
「
こ

れ
か
ら
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
は
固
形
・
液
状
の
廃

棄
物
に
共
通
す
る
話
。
新
規

許
可
や
入
札
問
題
、
一
般
廃

棄
物
処
理
計
画
と
い
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
部
会
で
抱
え
る
問

題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
一

般
廃
棄
物
は
各
種
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ

て
35
％
減
少
し
た
が
、
液
状

分
野
で
も
将
来
的
に
〝
汚
泥

リ
サ
イ
ク
ル
法
〟
が
生
ま
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ

う
な
と
き
に
我
々
業
者
は
ど

う
す
る
の
か
と
い
う
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
中
小
企

業
等
組
合
法
の
お
か
げ
で
合

特
法
が
で
き
、
本
日
の
研
修

会
も
あ
る
。
全
て
が
関
連
す

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
聞
い
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。

　

そ
の
後
、
資
料
集
の
1
章

「
環
境
関
連
法
規
」
、
2
章
「
廃

棄
物
処
理
法
と
適
正
処
理
」
、

3
章
「
廃
棄
物
処
理
法
と
リ

サ
イ
ク
ル
関
連
法
」
、
4
章
「
廃

棄
物
処
理
法
と
地
方
自
治
法

（
入
札
問
題
）
」
、
5
章
「
合
理

化
特
別
措
置
法
関
連
」
、
6
章

「
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
関

連
」
に
つ
い
て
各
部
会
の
担

当
責
任
者
か
ら
講
演
が
あ
り
、

講
演
後
は
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　

総
括
を
行
っ
た
同
部
会
・
西

日
本
責
任
者
の
市
川
充
也
委

員
は
「
本
日
の
資
料
は
参
考

に
な
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
次
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
か
と
思
う
。
例
え
ば
廃
棄

物
処
理
法
第
7
条
で
は
一
般

廃
棄
物
処
理
業
者
は
帳
簿
を

備
え
、
環
境
省
令
で
定
め
る

事
項
を
記
載
す
る
こ
と
と
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ

徹
底
で
き
て
い
な
い
業
者
も

い
る
の
で
は
な
い
か
。
立
入

検
査
等
で
発
覚
す
る
と
許
可

が
取
り
消
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。
こ
の
業
界
を
守
る
た
め

に
は
皆
で
問
題
意
識
を
共
有

し
、
正
す
べ
き
と
こ
ろ
は
正

す
。
他
の
県
で
も

研
修
会
の
要
望
が

あ
れ
ば
講
師
と
し

て
向
か
う
の
で
声

を
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
。
組
合
員

一
人
一
人
が
行
動

に
移
し
よ
り
良
い

体
制
を
作
り
上
げ

る
と
い
う
姿
勢
で

今
後
も
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
呼
び

か
け
た
。

　

全
国
環
整
連
循
環
資
源
推
進
部
会
と
適
正
処
理
推
進
部

会
に
よ
る
廃
棄
物
処
理
業
研
修
会
が
、
8
月
6
日
に
東
京
・

一
ツ
橋
の
如
水
会
館
、
同
27
日
に
京
都
市
の
ホ
テ
ル
京
阪

京
都
で
開
催
さ
れ
た
。
廃
棄
物
処
理
法
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
関
係
法
令
・
通
知
・
判
例
集
を
も
と
に
、
一
般
廃
棄

物
処
理
業
者
の
法
的
位
置
づ
け
と
市
町
村
に
よ
る
一
般
廃

棄
物
処
理
計
画
策
定
の
必
要
性
、
ま
た
全
国
で
生
起
す
る

新
規
許
可
問
題
や
入
札
問
題
、
合
特
法
へ
の
対
応
な
ど
、

業
界
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て
研
修
し
た
。
両
会
場
合

わ
せ
組
合
員
約
1
7
0
名
が
出
席
し
、
講
演
後
は
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

京
都
会
場
で
挨
拶
す
る
小
山
循
環

資
源
推
進
部
長

東
京
会
場
の
よ
う
す

地元議会・行政に大会参加を強く要請
中国・四国協議会が山口市で臨時総会

　

臨
時
総
会

の
冒
頭
、
黒

瀬

地

区

協

議

会

会

長

は
「
許
可
の

規
則
を
遵
守

し
、
業
を
守

る
こ
と
が
組

合
活
動
の
基

本

で

あ

る
。

そ
の
上
で
全

国

大

会

は
、

我
々
業
界
の

主

張

を

政

治
、
行
政
に

強
く
訴
え
て

い
く
姿
勢
が
重
要
。
開
催
地

の
山
口
の
組
合
員
業
者
の
た

め
、
ひ
い
て
は
全
国
の
組
合

員
の
た
め
に
全
国
大
会
が
成

功
裏
に
行
わ
れ
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

議
案
の
審
議
終
了
後
は
、
引

き
続
き
大
会
実
行
委
員
会
が

開
か
れ
、
地
元
行
政
、
議
員

事
務
所
の
訪
問
と
提
出
資
料

に
つ
い
て
確
認
作
業
を
行
っ

た
。

　

翌
日
19
日
は
午
前
9
時
か

ら
、
全
国
環
整
連
の
適
正
処
理

回
全
国
大
会
の
開
催
に
向
け

組
合
分
担
金
の
調
整
や
地

元
自
治
体
、
国
会
議
員
事

務
所
へ
の
参
加
働
き
掛
け

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
翌

19
日
は
、
8
班
に
分
か
れ
、

山
口
県
下
自
治
体
の
関
係

部
署
、
地
元
選
出
議
員
事

務
所
を
訪
問
し
、
大
会
開

催
へ
の
理
解
と
出
席
を
強

く
呼
び
か
け
た
。

　

中

国
・

四

国
地

区

協
議
会
（
黒

瀬

栄

治

会

長
）
は

8

月

18

日
、

山
口

市

湯

田

温

泉
の

ホ
テ

ル
か

め

福
で

臨

時

総

会

を

開

き
（

写

真
）、
平
成

27

年
度

の

事
業
計
画
、

予
算

案

に

つ

い

て
審

議
し

た

ほ

か
、

第

41

推
進
部
会
（
谷
山
紀
行
部
会

長
）
、
浄
化
槽
部
会
（
牧
野
好

晃
部
会
長
）
、
下
水
道
部
会
（
木

村
俊
哉
部
会
長
）
、
循
環
資
源

推
進
部
会
（
小
山
浩
部
会
長
）
、

事
業
部
会
（
吉
村
英
樹
部
会

長
）
、
全
国
青
年
部
（
宮
原
靖

明
青
年
部
長
）
、
大
会
実
行
委

員
会
（
鉄
本
秀
樹
副
委
員
長
）

ら
を
班
長
と
し
て
、
8
班
に

分
か
れ
山
口
県
庁
、
県
下
13

市
6
町
を
訪
問
し
、
全
国
大

会
へ
の
参
加
と
理
解
を
呼
び

掛
け
た
。

破
損
浄
化
槽
、ご
み
放
置
な
ど
盛
り
込
む

空
家
特
措
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

国交省

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
、

平
成
27
年
5
月
26
日
に
全
面

施
行
さ
れ
た
「
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
に
基
づ
く
「
特
定
空
家

等
に
対
す
る
措
置
」
に
つ
い

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
・

公
表
し
た
。
老
朽
化
等
し
て

危
険
な
状
態
に
あ
る
建
築
物

で
、
ご
み
や
浄
化
槽
が
放
置

さ
れ
衛
生
上
有
害
と
な
る
恐

れ
の
あ
る
空
家
等
に
対
し
て

必
要
な
助
言
・
指
導
、
命
令
、

行
政
代
執
行
等
の
措
置
に
つ

い
て
定
め
て
い
る
。

　

特
定
空
家
等
の
具
体
的
要

件
は
、
「
倒
壊
等
著
し
く
保
安

上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
状
態
」
「
著
し
く
衛
生
上
有

害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態
」
「
著
し
く
景
観
を
損
な
っ

て
い
る
状
態
」
「
そ
の
他
周
辺

の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る

た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不

適
切
で
あ
る
状
態
」
の
4
点
。

こ
の
う
ち
衛
生
上
有
害
と
な

る
恐
れ
の
あ
る
状
態
は
、
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
可
能
性
の

ほ
か
、
浄
化
槽
等
の
放
置
、

破
損
等
に
よ
る
汚
物
の
流
出
、

臭
気
の
発
生
、
排
水
等
の
流

出
に
よ
る
臭
気
の
発
生
、
ご

み
等
の
放
置
や
不
法
投
棄
に

よ
る
臭
気
の
発
生
、
ま
た
は

多
数
の
ね
ず
み
、
は
え
、
蚊

の
発
生
な
ど
を
定
義
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
、
法
に
定
め
る
特

定
空
家
等
と
し
て
法
の
規
定

を
適
用
す
る
場
合
は
、
「
助
言

ま
た
は
指
導
、
勧
告
、
命
令

の
手
続
き
を
順
を
経
て
行
う
」

と
慎
重
な
対
応
を
求
め
て
い

る
。

　

同
法
は
適
切
な
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
空
家
等
が
防

災
、
衛
生
、
景
観
な
ど
の
面
か

ら
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
か
ら
制
定
さ
れ
た
も

の
で
、
成
立
は
平
成
26
年
11

月
19
日
、
27
年
2
月
26
日
に

一
部
施
行
さ
れ
て
い
た
。
国

土
交
通
省
の
行
っ
た
調
査
で

は
、
同
法
に
該
当
す
る
と
み
ら

れ
る
空
家
は
25
年
度
時
点
で

全
国
に
約
8
2
0
万
戸
あ
り
、

26
年
10
月
時
点
で
4
0
1
自

治
体
が
空
家
対
策
条
例
を
制

定
し
て
い
る
。
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吉川浄化槽企画官（左）
と会議のようす（下）

　

28
年
度
予
算
概
算
要
求

は
、

8
月

24
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
概
算
要
求
基
準

で
歳
出
総
額
の
上
限
が
定

め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か 　

平
成
28
年
度
予
算
概
算
要

求
が
9
月
1
日
に
公
表
さ

れ
、
環
境
省
は
循
環
型
社
会

形
成
推
進
交
付
金
の
浄
化
槽

分
に
対
前
年
度
当
初
予
算
比

19
・
9
％
増
の
1
0
1
億
円

を
計
上
し
た
。
ま
た
新
規
項

目
で
は
、
地
域
の
防
災
拠
点

や
防
災
機
能
向
上
の
観
点
か

ら
面
的
・
計
画
的
に
整
備
す

る
浄
化
槽
を
助
成
率
2
分
の

1
で
重
点
的
に
支
援
す
る

「
防
災
・
減
災
型
浄
化
槽
整

備
推
進
事
業
」
の
創
設
を
要

求
し
た
。
自
然
災
害
に
強
い

浄
化
槽
の
特
長
を
生
か
し
、

災
害
発
生
時
の
地
域
住
民
の

公
衆
衛
生
の
確
保
、
生
活
環

境
の
保
全
を
図
る
。

ら
、

環

境

省

全

体

と

し

て

3
6
6
6
億
3
3
0
0
万
円

（
同
31
％
増
・
一
般
会
計
分
）

と
大
幅
に
増
加
し
た
。
浄
化

槽
分
野
で
も
対
前
年
度
比
19
・

　

環
境
省
は
7
月
28
日
、
東

京
・
港
区
の
三
田
共
用
会
議

所
で
全
国
浄
化
槽
行
政
担
当

係
長
会
議
を
開
催
し
た
。
全

国
の
都
道
府
県
担
当
者
等
を

対
象
に
平
成
27
年
度
予
算
や

施
策
、
浄
化
槽
の
整
備
促
進

策
、
維
持
管
理
の
強
化
等
に

つ
い
て
、
下
水
道
事
業
の
公

営
企
業
会
計
移
行
、
地
方
創

生
や
国
土
強
靭
化
な
ど
、
浄

化
槽
を
取
り
巻
く
状
況
に
触

れ
な
が
ら
説
明
し
た
。
説
明

後
は
先
進
事
例
を
持
つ
自
治

体
か
ら
講
師
を
招
き
、
「
市
町

村
浄
化
槽
整
備
計
画
策
定
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
」
「
自
治
体

に
お
け
る
取
り
組
み
事
例
紹

介
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ

た
。

　

会
議
は
午
後
1
時
半
か
ら

始

ま

り
、

初
め

に
吉

川

圭

子

浄
化

槽

企

画

官

は
「

汚

水
処
理
人
口
普
及
率
は
88
・

9
％
に
達
し
た
が
、
浄
化
槽

は

57
％
が
単
独
処
理
浄
化

槽
、

法

定

検

査

受

検
率

は

36
・
3
％
と
低
い
状
況
に
あ

る
な
ど
課
題
は
多
い
」
と
述

べ
、
そ
の
上
で
近
年
の
浄
化

防災・減災型浄化槽に防災・減災型浄化槽に
助成率1/2助成率1/2

28年度予算概算要求で101億円環境省

予
算
や
維
持
管
理
の
強
化
等
説
明

浄
化
槽
行
政
担
当
係
長
会
議
開
く

環境省

　

7
月
9
日
付
で
、
大
臣
官
房

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

部
廃
棄
物
対
策
課
の
浄
化
槽

推
進
室
長
に
熊
倉
基
之
氏
（
前

地
球
環
境
局
地
球
温
暖
化
対

策
課
フ
ロ
ン
対
策
室
長
）
が

就
い
た
。
鮎
川
智
一
前
浄
化

槽
推
進
室
長
は
同
フ
ロ
ン
対

策
室
長
に
異
動
し
た
。

　

浄
化
槽
と
公
共
下
水
道

で

1
人
当
た
り
地
方
債
残

高
の
差
が
最
も
大
き
か
っ

た

の

は

大

田

市
（

島

根

）

で
、
浄
化
槽
の
地
方
債
残
高

3
万
6
0
0
0
円
に
対
し
公
共

下
水
道
は
98
万
1
0
0
0
円
と

94
万
5
0
0
0
円
も
の
差
が
つ

い
て
い
た
。
次
い
で
大
き
い
の

は
奥
出
雲
町
（
島
根
）
で
浄
化

槽
11
万
6
0
0
0
円
に
対
し
公

共
下
水
道
は
94
万
7
0
0
0
円

で
、
83
万
1
0
0
0
円
。
さ
ら

に
七
尾
市
（
石
川
）
は
浄
化

槽
19
万
5
0
0
0
円
、
公
共

下
水
道
1
0
1
万
6
0
0
0

円
で
82
万
1
0
0
0
円
、
武

雄

市
（

佐

賀

）

は

浄

化

槽

1
万
5
0
0
0
円
、
公
共
下

水
道

80
万
6
0
0
0
円
で

79
万
1
0
0
0
円
な
ど
と
続

く
。

　

下
水
道
は
管
き
ょ
を
整
備

す
る
前
に
処
理
場
の
整
備
を

完
了
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
供
用
開
始
後
の
年
数
が

短
い
と
大
き
な
差
が
つ
く

こ
と
に
な
る
が
、
下
水
道
供

用
開
始
後

30
年
を
経
過
し

た
大
崎
市
（
宮
城
）
は
浄
化

槽
12
万
1
0
0
0
円
、
公
共

下
水
道
54
万
7
0
0
0
円
で

42
万
6
0
0
0
円
の
差
、
安

来

市
（

島

根

）

は

浄

化

槽

22

万

4

0

0

0

円
、

公

共

下
水
道

63
万
5
0
0
0
円

で

41
万
1
0
0
0
円
、
高

梁

市
（

岡

山

）

は

浄

化

槽

16
万
4
0
0
0
円
、
公
共
下

水
道

56
万
9
0
0
0
円
で

40
万
5
0
0
0
円
な
ど
と

40
万
円
以
上
の
差
が
つ
い
て

い
る
。
さ
ら
に
供
用
開
始
後

49
年
の
高
松
市
（
香
川
）
で

も
浄
化
槽
2
万
6
0
0
0
円
、

公
共
下
水
道
33
万
2
0
0
0

円
と
30
万
6
0
0
0
円
の
差

が
あ
る
。

　

今
後
は
日
本
全
国
で
少
子

高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
重
大

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
生

活
排
水
処
理
対
策
に
過
度
の

投
資
を
行
う
と
使
用
料
収
入

の
減
少
も
重
な
り
、
下
水
道

事
業
の
経
営
を
悪
化
さ
せ
る

恐
れ
が
あ
る
。

　

総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
平
成

25
年
度
地
方
公
営
企
業
年
鑑

を
取
り
ま
と
め
、
下
水
道
事
業

に
お
け
る
処
理
区
域
内
1
人

あ
た
り
の
地
方
債
残
高
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
の
う
ち
公

共
下
水
道
事
業
と
特
定
地
域

生
活
排
水
処
理
事
業
（
市
町

村
設
置
型
浄
化
槽
）
の
2
事

業
を
実
施
し
て
い
る
1
6
2

市
町
村
を
比
較
す
る
と
、
1

人
あ
た
り
の
地
方
債
残
高
は

1
5
1
市
町
村
で
浄
化
槽
が

公
共
下
水
道
を
下
回
り
、
浄

化
槽
の
経
済
性
の
良
さ
を
際

立
た
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

処
理
対
象
区
域
な
ど
条
件
が

異
な
る
た
め
直
接
比
較
で
き

る
も
の
で
は
な
い
が
、
中
に

は
供
用
開
始
後
30
年
経
過
し

て
も
な
お
42
万
6
0
0
0
円

も
の
差
が
つ
い
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
。

人
事
異
動

  

熊
倉
浄
化
槽
推

  

進
室
長
が
就
任

供
用
開
始
後
30
年
で
も
43
万
円
差

浄
化
槽
・
下
水
道
の
1
人
当
た
り
地
方
債
残
高

総務省

9
％
増
と
な
っ
た
ほ
か
、
新

規
・
拡
充
項
目
が
6
項
目
と

例
年
よ
り
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

拡
充
項
目
は
「
低
環
境
負

荷
型
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
」

の
1
項
目
で
、
内
容
は
22
～

27
年
度
に
か
け
て
実
施
し
て

き
た
「
低
炭
素
社
会
対
応
型

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
」
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
現
行
の
省

エ
ネ
基
準
に
加
え
、
再
生
材

料
使
用
や
コ
ン
パ
ク
ト
化
な

ど
さ
ら
な
る
環
境
性
能
を
要

件
に
追
加
す
る
。

　

新
規
項
目
は
「
防
災
・
減

災
型
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
」

の
ほ
か
、
「
公
的
施
設
単
独
処

理
浄
化
槽
集
中
転
換
事
業
」

「
新
た
な
浄
化
槽
事
業
計
画
策

定
支
援
事
業
」
「
浄
化
槽
普
及

戦
略
策
定
事
業
費
」
「
分
散
型

生
活
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の

省
エ
ネ
ブ
ロ
ワ
導
入
事
業
」
を

挙
げ
た
。

　

こ
の
う
ち
公
的
施
設
単
独

処
理
浄
化
槽
集
中
転
換
事
業

は
、
い
ま
だ
5
万
基
残
る
と

言
わ
れ
る
公
的
施
設
に
設
置

さ
れ
た
単
独
処
理
浄
化
槽
を

合
併
転
換
す
る
も
の
。
合
併

転
換
を
指
導
す
る
立
場
に
あ

る
地
方
公
共
団
体
が
範
を
示

す
た
め
、
助
成
率
2
分
の
1

で
集
中
的
に
実
施
す
る
。

　

浄
化
槽
事
業
計
画
策
定
支

援
事
業
は
、
今
後
市
町
村
が

持
続
的
な
汚
水
処
理
シ
ス
テ

ム
構
築
の
た
め
に
実
施
す
る

浄
化
槽
事
業
計
画
策
定
の
調

査
費
等
に
つ
い
て
2
分
の
1

助
成
す
る
。
平
成
30
年
度
ま

で
の
時
限
措
置
で
重
点
的
に

支
援
す
る
。

　

省
エ
ネ
ブ
ロ
ワ
導
入
事
業

は
、
学
校
や
公
営
住
宅
な

ど
に
設
置
さ
れ
た
1
0
1
人

槽
以
上
の
合
併
処
理
浄
化
槽

の
ブ
ロ
ワ
を
省
エ
ネ
型
ブ
ロ

ワ
に
設
備
更
新
す
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭
素
排

出
量
抑
制
へ
1
億
円
計
上
し

た
。

槽
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い

て
「
5
月
に
水
防
法
等
の
法

改
正
が
行
わ
れ
、
汚
水
処
理

は
浄
化
槽
、
雨
水
排
除
は
雨

水
下
水
道
と
い
う
よ
う
な
整

備
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
公

共
事
業
が
縮
減
す
る
一
方
で

地
域
の
創
意
工
夫
を
応
援
し

よ
う
と
い
う
地
方
創
生
の
考

え
が
出
て
き
て
い
る
。
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
な
施
設
整
備

と
い
う
の
で
は
な
く
、
地
域

活
性
化
と
い
う
観
点
で
浄
化

槽
の
活
用
・
整
備
を
し
て
い

理
の
強
化
、
そ
の
他
の
順
で

行
わ
れ
た
。
維
持
管
理
の
強

化
に
つ
い
て
は
、
法
定
検
査

の
受
検
率
向
上
、
浄
化
槽
台

帳
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
主
な

話
題
と
し
て
挙
が
っ
た
。

た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
初
め
に
申
し
上
げ
た
と
お

り
浄
化
槽
の
信
頼
性
向
上
が

合
わ
せ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管

理
体
制
確
保
が
重
要
な
課
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
た
。

　

次
い
で
27
年
度
施
策
の
説

明
に
移
り
、
予
算
、
単
独
処

理
浄
化
槽
の
合
併
転
換
、
浄

化
槽
の
整
備
推
進
、
維
持
管
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下
水
道
債
1
兆
円
に
、東
京
都
が
最
多

27
年
度
地
方
債
予
定
額
を
内
示

総務省

　

公
表
さ
れ
た
内
示
額
の
内

訳
は
、
都
道
府
県
が
8
2
1
億

8
5
0
0
万
円
、
政
令
指
定
都

市
が
2
5
2
3
億
1
9
0
0
万

円
、
市

町

村
・

特

別

区

が

6
7
1
4
億
5
5
0
0
万
円

だ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
都
道
府
県
分
は

大
部
分
が
流
域
下
水
道
事
業

で
、
な
か
で
も
下
水
道
普
及

率
が
99
・
4
％
の
東
京
都
で

は
3
8
5
億
2
3
0
0
万
円

と
、
他
府
県
と
比
べ
桁
違
い
の

起
債
予
定
額
に
な
っ
て
い
る
。

東
京
都
は
26
年
度
1
次
で
も

2
9
9
億
6
8
0
0
万
円
の
起

債
予
定
と
し
て
お
り
、
下
水
道

事
業
は
整
備
完
了
後
も
、
施
設

の
維
持
・
更
新
で
多
額
の
費
用

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
今
回
の
起
債
額
の
増
加
は

東
京
都
の
増
加
分
に
よ
る
も
の

が
大
き
か
っ
た
。

　

都
道
府
県
分
で
東
京
に
次
い

で
多
か
っ
た
の
は
、
埼
玉
県
で

58
億
2
4
0
0
万
円
（
26
年
度

第
1
次
46
億
6
3
0
0
万
円
）、

大
阪
府
で
56
億
7
6
0
0
万
円

（
同
56
億
3
0
0
万
円
）、
兵

庫
県
で
36
億
4
0
0
0
万
円

（
同
43
億
7
4
0
0
万
円
）、
愛

知
県
で
34
億
1
7
0
0
万
円

（
34
億
4
0
0
0
万
円
）、
千
葉

県
で
31
億
3
2
0
0
万
円
（
同

27
億
7
5
0
0
万
円
）
な
ど

だ
っ
た
。

　

ま
た
主
と
し
て
公
共
下
水
道

事
業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
の
多

い
政
令
指
定
都
市
の
内
訳
は
横

浜
市
が
3
3
0
億
7
0
0
0
万

円
（
同
2
6
4
億
2
9
0
0
万

円
）、
名
古
屋
市
が
2
0
0
億

円
（
同
2
5
0
億
円
）、
広
島

市
が
1
9
8
億
5
0
0
万
円

（
同
2
0
9
億
1
7
0
0
万
円
）

な
ど
だ
っ
た
。

　

市
町
村
・
特
別
区
の
都
道
府
県

別
の
合
計
額
で
は
、
大
阪
府
が
最

も
多
く
4
9
9
億
7
0
0
0
万

円
（
同
4
4
8
億
3
3
0
0
万

円

）、

次

い

で

兵

庫

県

の

3
3
0
億
6
4
0
0
万
円
（
同

3
0
3
億
9
9
0
0
万
円
）、
千

葉
県
3
1
9
億
6
2
0
0
万
円

（
同
3
0
0
億
2
1
0
0
万
円
）

だ
っ
た
。

平成 27年度 下水道事業の起債に係る同意等予定額【通常収支分】    （単位：百万円）

第１次分 第１次分

都道府県
指定都市

市 町 村
特 別 区

合　計　
都道府県
指定都市

市 町 村
特 別 区

合　計

1 北 海 道 1,188 24,881 26,069 36 徳 島 県 205 3,042 3,247
2 青 森 県 205 12,151 12,356 37 香 川 県 133 8,030 8,163
3 岩 手 県 995 11,046 12,041 38 愛 媛 県 9,032 9,032
4 宮 城 県 744 15,126 15,870 39 高 知 県 130 5,132 5,262
5 秋 田 県 759 10,973 11,732 40 福 岡 県 1,526 19,978 21,504
6 山 形 県 470 11,856 12,326 41 佐 賀 県 9,495 9,495
7 福 島 県 484 9,330 9,814 42 長 崎 県 37 6,481 6,518
8 茨 城 県 1,197 21,332 22,529 43 熊 本 県 5,246 5,246
9 栃 木 県 300 10,045 10,345 44 大 分 県 7,465 7,465
10 群 馬 県 826 10,745 11,571 45 宮 崎 県 5,998 5,998
11 埼 玉 県 5,824 28,836 34,660 46 鹿児島県 3,762 3,762
12 千 葉 県 3,132 31,962 35,094 47 沖 縄 県 1,065 4,211 5,276
13 東 京 都 38,523 16,850 55,373 小　　計 82,185 671,455 753,640
14 神奈川県 819 26,746 27,565 48 札 幌 市 12,151 12,151
15 新 潟 県 1,211 22,062 23,273 49 仙 台 市 6,642 6,642
16 富 山 県 620 13,574 14,194 50 さいたま市 17,033 17,033
17 石 川 県 271 16,128 16,399 51 千 葉 市 11,647 11,647
18 福 井 県 160 10,825 10,985 52 横 浜 市 33,070 33,070
19 山 梨 県 160 7,822 7,982 53 川 崎 市 17,253 17,253
20 長 野 県 695 12,534 13,229 54 相模原市 3,228 3,228
21 岐 阜 県 725 13,657 14,382 55 新 潟 市 11,009 11,009
22 静 岡 県 582 11,928 12,510 56 静 岡 市 8,476 8,476
23 愛 知 県 3,417 30,782 34,199 57 浜 松 市 3,360 3,360
24 三 重 県 2,244 18,027 20,271 58 名古屋市 20,000 20,000
25 滋 賀 県 1,804 12,470 14,274 59 京 都 市 9,614 9,614
26 京 都 府 77 13,937 14,014 60 大 阪 市 12,445 12,445
27 大 阪 府 5,676 49,970 55,646 61 堺 市 15,430 15,430
28 兵 庫 県 3,640 33,064 36,704 62 神 戸 市 7,738 7,738
29 奈 良 県 603 10,327 10,930 63 岡 山 市 10,940 10,940
30 和歌山県 251 8,561 8,812 64 広 島 市 19,805 19,805
31 鳥 取 県 36 7,495 7,531 65 北九州市 7,214 7,214
32 島 根 県 406 8,132 8,538 66 福 岡 市 17,979 17,979
33 岡 山 県 83 13,095 13,178 67 熊 本 市 7,285 7,285
34 広 島 県 605 13,297 13,902 小　　計 252,319 252,319
35 山 口 県 357 14,017 14,374 68 特 別 区

合　　計 334,504 671,455 1,005,959

　

総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
27
年
度
地
方
債
同
意
等
予
定

額
の
1
次
分
を
内
示
し
た
。
公
共
事
業
等
、
災
害
復
旧
事
業
、

水
道
事
業
な
ど
全
30
事
業
あ
る
う
ち
、
公
共
下
水
道
や
農
業

集
落
排
水
、
浄
化
槽
な
ど
を
含
む
「
下
水
道
事
業
」
の
起

債
額
は
合
計
1
兆
59
億
5
9
0
0
万
円
で
前
年
度
1
次
よ
り

5
・
8
％
（
5
7
8
億
7
7
0
0
万
円
）
増
加
、
4
年
ぶ
り

に
1
兆
円
を
超
え
た
（
表
参
照
）。
こ
の
う
ち
東
京
都
は
、
平

成
6
年
に
23
区
内
の
下
水
道
普
及
1
0
0
％
を
宣
言
し
て
い

る
も
の
の
、
起
債
額
は
3
8
5
億
円
超
と
全
国
で
最
も
高
い
。


